	ゴルフ場に係る農薬の
水質検査技術マニュアル


令和４年11月

大阪府環境農林水産部

はじめに
本「ゴルフ場に係る農薬の水質検査技術マニュアル」（以下「技術マニュアル」という。）は、大阪府ゴルフ場農薬適正使用等指導要綱（以下「指導要綱」という。）及び指導要綱実施細則に基づき定めたものです。
平成２年７月に「技術マニュアル」の初版を発行して以来、11回にわたり、ゴルフ場における近年の農薬の使用状況を踏まえ、「ゴルフ場使用農薬に係る管理目標」（以下「管理目標」という。）の改正を行ってきました。
今回は、環境省の告示において、新たに水濁指針値及び水産指針値が定められたため、第６　評価方法　の管理目標等を改正しました。
ゴルフ場事業者におかれましては、技術マニュアルに基づき農薬の適正使用について、今後も引き続きご協力をお願いします。
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第１　水質検査の目的

ゴルフ場からの排水について、事業者が実施する農薬に係る水質検査は、事業者自らが農薬の流出状況を的確に把握することにより、使用農薬の種類、農薬散布方法、集排水等が適切に行われているか否かを確認し、もって、農薬の流出を極力低減させることを目的とする。

また、自己の水源を有する水道施設により場内に飲料水を供給している場合にあっては、飲料水の安全確保を図ることを目的とする。

第２　水質検査の手順

水質検査は、計画（準備）、実施、評価を一連の流れとして、計画的に行うことが必要である。水質検査の手順は、図１に示すとおりである。
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図１　水質検査の手順
１　採水地点の選定

採水地点は、原則としてゴルフ場の排水口とする。

排水口で採水が不可能な場合は、場内の池等、排水口に近い地点とする。

なお、複数の排水口がある場合には、公共用水域への影響を考慮して主要な排水口を選定するものとする。

飲料水に係る採水地点は、蛇口等浄水処理後の地点とする。

２　農薬使用計画

事業者は、要綱第14条の規定により計画的な農薬の散布を行うため、毎年、その年の農薬使用計画を作成する。

（毎年、２月15日までに、知事に報告すること。）

３　水質検査項目の選定

水質検査項目は、ゴルフ場ごとに、原則として殺菌剤、殺虫剤及び除草剤について、使用量の多いものから主要な農薬成分を選定する。

選定は、毎年作成する農薬使用計画に基づき、当該年度ごとに行う。

水質検査項目の選定の詳細については、　第３　水質検査項目　を参照すること。

４　分析機関との打合せ

事業者は、毎年４月に、その年度に行う水質検査の内容（採水の時期、検体数、分析項目等）を定め、分析を依頼する機関を選定する。

特に、検体数、分析項目の他、検体の受渡時期及び方法等について、分析機関と十分な打合せを行うこと。

なお、分析機関は、計量証明事業登録機関又は公的機関とする。（飲料水の検査にあっては、水道法第20条第３項に基づき厚生労働大臣の登録を受けた水質検査機関を含む。）

５　採水

採水の時期は、農薬濃度が高い状態となると見込まれる時期とすること。

採水の詳細については、　第４　採水方法　を参照すること。
６　分析

分析方法は、分析項目により異なる場合があるので、分析機関と十分な打合せを行うこと。

分析方法の詳細については、　第５　分析方法　を参照すること。
７　農薬に係る管理目標

排水及び飲料水に係る水質検査結果を評価するため、管理目標を定めること。

８　評価

排水及び飲料水に係る水質検査結果は、管理目標と比較して評価すること。

９　原因究明の実施等

排水及び飲料水に係る水質検査結果が管理目標を超えたときは、速やかに、大阪府に連絡するとともに、原因究明調査を実施するなど適切な措置を講じること。

10　記録

事業者は、要綱第13条の規定により、水質検査結果を様式第２号別紙３により記録し、５年間保存すること。

11　報告

事業者は、要綱第14条の規定により、水質検査結果を様式第２号別紙３により知事に報告すること。

報告は、毎年２月15日までに行うこと。

第３　水質検査項目

水質検査項目は、農薬成分量換算の農薬年間総使用量の概ね80％以上を占める農薬成分を選定することを原則とするが、農薬使用量の削減を促す観点から、当面、検査項目に係る農薬使用量の農薬総使用量に対する割合をゴルフ場の農薬年間総使用量のランクに応じて、表１により運用する。
表１　検査項目に係る農薬使用量の農薬総使用量に対する割合

	農薬年間総使用量

（農薬成分量換算）
	検査項目に係る農薬使用量の

農薬総使用量に対する割合

	2,000kg/年以上
	90％以上

	1,000kg/年以上　2,000kg/年未満
	80％以上

	500kg/年以上　1,000kg/年未満
	70％以上

	100kg/年以上　500kg/年未満
	60％以上

	100kg/年未満
	０％以上


農薬検査項目の選定手順は、次のとおりである。

１　毎年、要綱第14条の規定により作成する「農薬使用計画」（様式第２号別紙１)に基づき、農薬成分量換算の農薬年間総使用量を算出する。

２　表１から、該当する農薬総使用量ランクの検査項目の把握率を求める。

３　「農薬使用計画」に基づき、必要把握率以上になるように、検査する農薬成分を選定する。

第４　採水方法

１　採水の時期

採水の時期は、選定した農薬成分ごとに、農薬が最も流出しやすいと考えられる日を選定すること。（例：最も多量に農薬を散布した後に降雨があった日の翌日）
２　採水ビン

· 採水ビンは、密栓のできる褐色ガラス瓶を使用すること。
（採水本数は、分析項目により異なる可能性があるので、分析機関と十分な打合せを行うこと。）
· 採水場所、採水月日、時刻等を記入したラベルを採水ビンに貼るなどして、他の試料との混同をさけること。
３　採水方法

· 採水は、ひしゃく、バケツ等を用いて行う他、直接採水ビンに採取する方法によってもよい。
· 採水する前に、採取する水で、採水ビンやひしゃく、バケツ等を洗浄すること。
（洗浄が不要な場合もあるので、分析機関と十分な打合せを行うこと。）
· 底泥を巻き上げないよう、注意して採水すること。

４　保管等

試料採取後、速やかに分析機関に引き渡すこと。

なお、保管や運搬に当たっては、保冷剤の入ったクーラーボックスなどで冷却状態に置くこと。

５　採水時の記録

採水時に、採水状況等の必要事項を記録すること。

記録は、様式第２号別紙３を用いるものとし、次の点に留意して記入すること。

· 「採水」欄に、採水年月日、採水地点等の採水状況を記入すること。

· 「水質分析結果」欄に、分析農薬ごとに、農薬成分、分析結果、分析農薬の最終散布年月日を記入すること。
· 「採水直前３日間の降水量」欄に、直前の降雨期間、降雨量等の状況を記入すること。

· 「特記事項」欄に、試料水の色相、臭気、排水量等で特記すべき事項があれば、記入すること。

第５　分析方法

分析の検出下限値（その分析法で検出できる最低濃度）は、大阪府の管理目標を超えないようにする。
分析方法は、指導指針に定める方法とする。指導指針は、以下の環境省ホームページに掲載されている。
○　環境省ホームページ「ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止及び水域の生活環境動植物の被害防止に係る指導指針について」
　　https://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/golf_guideline.html
第６　評価方法

１　排水に係る評価方法

（1） 管理目標
管理目標は、「①国が指針値等※を設定しておらず、府が独自で濃度上限を設定した農薬」、「②国で指針値等が設定された農薬（①を除く）」に区分しています。
①　国が指針値等を設定しておらず、府が独自で濃度上限を設定した農薬
管理目標は、表２に掲げる値とする。
なお、表２に掲げる農薬であっても、今後水濁指針値が定められた場合は、次項「②　国で指針値等が設定された農薬（①を除く）」に係る管理目標を適用する。
表２　管理目標
	農薬名
	上水道水源地域に
所在するゴルフ場
	その他の地域に
所在するゴルフ場

	ＭＰＰ（フェンチオン）
	0.00087mg/L
	0.00087mg/L

	トリアジメホン
	0.075mg/L
	0.75mg/L

	マンゼブ（マンコゼブ）
	0.075mg/L
	0.12mg/L

	メソミル
	0.015mg/L
	0.015mg/L


②　国で指針値等が設定された農薬（①を除く）
管理目標は、表３に掲げる考え方の値とする。
表３　管理目標
	上水道水源地域に
所在するゴルフ場
	その他の地域に
所在するゴルフ場

	水濁指針値に１／10を乗じた値又は
水産指針値のいずれか低い値
	水濁指針値又は水産指針値の
いずれか低い値


水濁指針値及び水産指針値は、以下の環境省ホームページに掲載されている。なお、これらは、改定される場合があるので、ホームページを随時確認すること。
○　環境省ホームページ「ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止及び水域の生活環境動植物の被害防止に係る指導指針について」
　　https://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/golf_guideline.html
（２）管理目標を超えたときの措置

水質検査結果が（１）管理目標を超えた場合は、次の措置を講じること。

①　速やかに、大阪府に連絡すること。
連絡先　環境農林水産部環境管理室事業所指導課水質指導グループ
電　話　（06）6941-0351　内線3872
②　管理目標を超えたことについて、農薬散布状況、気象状況等の確認を行い、原因究明に努めるとともに、再度の水質調査を実施すること。

③　二度に亘って管理目標を超えた場合には、大阪府の指示に従い、当該農薬の種類の変更または減量化、農薬の散布方法・排水系統等の変更など、管理目標を超えないための対策を講じること。

（３）管理目標を下回ったとき
管理目標を下回った場合でも、農薬の流出を極力低減させるためのデータとして水質検査結果を活用すること。

（４）その他の農薬の評価

上記以外の農薬を検出した場合、速やかに大阪府に連絡すること。
（５）下流の水道水源への配慮
ゴルフ場下流の水道水源において、飲料水に係る管理目標を超えた場合、大阪府又は水道事業者が実施する原因究明調査に協力すること。
２　飲料水に係る評価方法

（１）管理目標

①　トリアジメホン
管理目標は、表４に掲げる値とする。
なお、今後厚生労働省が定める「水質管理目標設定項目の目標値」（以下「目標値」という。）が定められた場合は、次項「②水質管理目標設定項目の目標値が定められた農薬」に係る管理目標を適用する。
表４　管理目標
	農薬名
	管理目標

	トリアジメホン
	0.075mg/L


（注）最新のＷＨＯ・ＦＡＯが定めたＡＤＩに相当する水質濃度（体重50㎏の人が１日に２Ｌ飲用するとして算出した水質濃度）に安全係数１／10を乗じた値を管理目標の値とした。
②　水質管理目標設定項目の目標値が定められた農薬
管理目標は、「目標値」とする。
目標値は、以下の厚生労働省のホームページに掲載されている。なお、目標値は、改定される場合があるので、ホームページを随時確認すること。
○厚生労働省ホームページ「水質基準項目と基準値（51項目）」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/topics/bukyoku/kenkou/suido/kijun/kijunchi.html
（２）管理目標を超えたときの措置

水質検査結果が管理目標を超えた場合、及び「総農薬方式」※により検出指標値が１を超えた場合、次の措置を講じること。

①　速やかに、大阪府に連絡すること。
連絡先　　　健康医療部生活衛生室環境衛生課水道グループ
電　話　　　（06）6941-0351　内線2575
②　管理目標を超えたことについて、農薬散布状況、気象状況等の確認を行い、原因究明に努めるとともに、再度、水質調査を実施すること。

③　二度に亘って管理目標を超えた場合には、大阪府の指示に従い、当該農薬の種類の変更または減量化、浄水処理方法の変更（活性炭による吸着処理等）など、管理目標を超えないための対策を講じること。
※総農薬方式：ＤＩ＝Σｉ（ＤＶｉ／ＧＶｉ）
　　　　　　　ＤＩ：検出指標値、ＤＶｉ：農薬ｉの検出値、ＧＶｉ：農薬ｉの目標値
（３）管理目標を下回ったとき
管理目標を下回った場合でも、農薬の流出を極力低減させるためのデータとして水質検査結果を活用すること。
（４）その他の農薬の評価

上記以外の農薬については、検出した場合、速やかに大阪府に連絡すること。

附則

この水質検査技術マニュアルは、令和４年11月30日から施行する。

※ 指針値等：排水については環境省「ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止及び水域の生活環境動植物の被害防止に係る指導指針」（以下「指導指針」という。）の指針値（水濁指針値・水産指針値）を、飲料水については厚生労働省「水質管理目標設定項目と目標値」を指す。






